
七飯早生
～ななえの苺～

昭和はじめ頃？

本町　七飯駅

　七飯町は、日本における西洋農業発祥の地で
あると共に、西洋リンゴ栽培も発祥でもあるこ
とを過去に発行した「ピチャリ16号」で紹介
しましたが、七飯町の果樹栽培史を概観する
と、リンゴに限らず様々な果樹がこれまでに栽
培され、現在に至っている事がわかります。
　特に、その振興を担った果樹組合の歴史も古
く、大正１５年４月に小林捨次郎を組合長に、
元木栄吉を副組合長とした１５名によって結成
され、主に、イチゴとブドウの協同出荷を目的
に組織し、函館市の市場を指定問屋と定めた。
当時の主な果樹はイチゴが小粒早生、ブドウが
金光萄（コンコード）だったという。また、七
飯町史によると、昭和２年に、技術向上・協同
出荷のため、大中山地区も一緒になったが、出
荷量が増大したため、昭和６年に分離してし
まったという。
　昭和６年からは、丸谷金太郎を組合長に据
え、大粒の早生種を「丸谷苺」として出荷。後
に「七飯苺」と名前を変え、全道的に広まるほ
どの有名品種となったといいます。この頃の苺
栽培は大盛況で、函館駅から七飯駅まで、苺積
専用の特発列車が運行され、列車の発着の度、
駅では、多くの人で賑わったといいます。

　また、各果樹販売店に「七飯苺」のポスター
を配布したため、さらに名声があがり、町内か
ら出荷されたイチゴは、全て「七飯苺」とされ
るほどのブランド力を持っていたといいます。
さらには山形や岡山、広島、山梨、米沢、能
代、福島、越後など全国各地の視察研修を重ね
品質の改良、技術の研究に力を注ぎ、会員相互
に研究発表を行い切磋琢磨したといいます。
　さて、そんなイチゴ栽培が全盛期だった当時
の七飯駅の写真が上になります。当館の記録で
は「苺摘みで賑わう七飯駅の様子」と記されて
います。列車が写っていないので、出荷のため
に賑わっているのか、苺狩りに訪れた人で賑
わっているのかはわかりませんが、駅舎と思わ
れる木造の建造物の前には、多くの人たちがひ
しめいており、プラットホームから直接降り
て、反対側のホームへ移動している人々の列ま
で見られます。これほど多くの人々で賑わって
いる様子は、今でもなかなか見ることが出来な
いでしょう。
　時期的にイチゴの収穫は終わり頃ですが、つ
いこの間、町内の果樹農家でイチゴ狩りを体験
させてもらった時に、是非、この場を借りて一
筆書きたいと思った一枚の紹介でした。
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みんなで歌っています
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　　　　　今年の史跡見学会は、バスで箱
館戦争戦死者墓碑群などの史跡を数ヵ所
巡った後、峠下台場跡を目指して登山をし
ました。片道１時間程ですが、草が生い
茂った道や急斜面な上り坂など、なかなか
険しい道のりでした。台場跡からは大沼や
駒ケ岳、大野平野を一望でき、この場所に
台場を作った理由に頷けた一日でした。

　　　　　ジュニア探検クラブで、横津岳登山
と苺狩りをしました。約1時間半かけてレー
ダー基地がある頂上まで登り、途中、ばんだい
号遭難慰霊碑に立ち寄り、飛行機事故があった
歴史を学んだり、高山植物を観察したりしなが
ら、約１時間半かけて頂上まで登りました。当
日は晴天で、頂上から眺める大沼や函館山はと
てもきれいでした。
　登山の後は宮田果樹園へ苺狩りに。黙々と苺
を選んで、摘んで、食べて…に集中！甘い苺で
登山の疲れも吹き飛んだかな？

　　　　　６月から、今年度のふぁみりー
でぃみゅーじあむが始まりました。
　「七夕かざりと絵本の読み聞かせ」を行
い、紙を使って、ふわふわのお花がかわい
い吹き流しと、サイコロのような形をした
箱かざりを作りました。針を使ったり、複
雑な折り方にも挑戦しました。最後は七夕
さまをみんなで元気よく歌いました。
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８月の予定
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　　　　　夜の博物館第１回目の講座は「石の
時代から土の時代へ」と題し、旧石器時代から
縄文時代への変化について学びました。
　当時使用されていた、石を剥いだナイフのよ
うな［石刃］に実際に触れ、観察しました。石
刃は用途によって、それぞれ工夫して使い分け
られていたようです。中には刃を付け替えられ
る小さな石刃もあり、昔の人の知恵に感心して
いた受講者の皆さんでした。

毎年、七夕の時期に、来館者に願い事を書いて頂
き、設置した笹に飾ってもらうのだが、今年も色々
な願い事があった。多いのは恋や勉強の願いなのだ
が、そんな中、漢字で「馬鹿が治りますように」と
書いている人がいた。漢字で書けるのだから君は馬
鹿ではない。大丈夫だよ・・・。と思った。さらに
「かめライダがほしい」という願いがあった。仮面
ライダーではなく「かめライダ？！」世間には私の
知らない事が多いようだ・・・。（やまだひさし）

　編 集 後 記 　～tawagoto～
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※８月23日～27日まで休館日となります。
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7月1日から8月22日ま
で、［世界の昆虫展］を開
催しています。生きている
クワガタ・カブトムシや、
びっくりするような姿をし
た昆虫達の標本も展示中で
す！（A）

出発～

大収穫！

真剣！


